
天神ヶ滝司三行直仕形図J

今からおよそ 160年の昔、天保元年(1830)10月、

荊沢村(現山梨県甲西町)の呉服商 『湊屋』の二人

生良の乗った身延山詣での舟は、富士川通船第一の

アクノ¥(透船困難な場所)r天神りもで破船した。

この年、天保元年は「今年ゃよい年豊年どしよ」

と、 台風な どのさしたる災禍もなかった今年のよ

うに、 田畑の稔りは豊かな年でもあったろうか。

「身延参詣 えやるではないか」と、ゆとりの年で

もあった。

甲府盆地を南へ流れる川に、盆地の西、南アル

プス北部の山地を源どする釜無川と、甲武信ヶ岳

を水源、どして、盆地の東部を流れる笛吹川どがあ

る。このニつの川は、盆地の南端の町 『鰍沢』の

北で合して富士川となり 、やがては駿J'I'Ir岩淵』

(現静岡県富士川町)で駿河湾にそそぐ。その幹線

流路は、延長して約 128km、河口より 85km距てた

『韮崎市武田橋』までの平均河床勾配は1/240と、

最上川、王求磨川どならんで、我が国三大急流の一

つに数えられ、君主雨や耳豪雨の度ごと氾濫しては、

流域一帯に大災害をもたらしていた。

江戸期慶長12年、徳川家康はこの富士川を開削

して舟運をおこし、 甲川一円の年貢米を江戸へと

廻送したが、この舟運はやがては甲(山梨県)信

(長野県)駿(静岡県)を結ぶ一般商用物資の流

通路どして、また、身延心詣て・や東海道線汽車利

用の人々の足どして、その隆盛をきわめていった。

どころで、富士川舟還の元河岸であった鰍沢河

岸から岩淵河岸まで、)11丈け 18里(約72km)の舟

路には、天神ヶ滝のタ卜に、厚手風岩・本釜・尼ヶ;聞

など、岩礁や;聞によるアクノ fは処々にあり、その

数は十ども十二ともいわれていたが、なかでもこ

の天神ヶ滝は、別に 『天神 ヶ淵』ども呼ばれて、

一つは岩礁による瀬どなり、 一つは岩にあたって

淵となり、この舟運最大の難所であ った。

舟路改修と限らず、この富士川流域の人々にと

つて は、定式川除け・急E皮川除けど、その川除け

普請は歳々のことではあ ったが、文化13年(1816) 

のネから同14年春にかけての天神ヶ滝舟路改修は、

金会千両の工事費と、鰍沢河岸・青柳河岸 (現山

梨県増穂町)・黒沢河岸(現鰍沢町)の三河岸およ

び地元箱原村 ・羽鹿嶋村(¥、ずれも現鰍沢町)両

村の人々延べ四万人を動員しての大工事であった。

この功を、「水行難場有形図絵」と題し、近く の七

面堂に奉納した絵馬には、

「富士川通箱原村地先、羽鹿嶋村地内字天神

ヶ滝玄石、 一名ウナギヶ淵卜唱へ常ニ水青ク

渦マキテ其深サヲ量リ知ルモノナシ。モシ此

玄石へアヤマチテ舟ヲ粂リアツレパ、反的ニ

舟ハ粉々トナリ、人舟卜モニ岩洞へ吸込レ助

命スルモノナシ。誠二物スゴキ有様也。往来

ノ人ノ知ル所也。尤川通ニ於イテ第一ノ難船

場ナルニヨリテ、三河岸タ卜両村ヨリネガヒナ

リテ、漸ク文化十三丙子師走、

1!!P仁恵ノ大命ヲ蒙 l人即 既ニ其役ニアタレリ 。

{乃而難船場除ノ工夫ヲ日夜朝暮ニ擬シ、 与風

オモ ヒアタリテ右場所近キ谷沢々ノ大石ヲ採

出ス事ヲ得タリ 。扱、上手ノ川中ニアリシ妨

ノ人喰石ヲ埋漬シ大石積卜ナシナバ、鰻淵ノ

千尋ノ丈ケモ洲ニテ押シキリツラン卜ハカ リ

テ、師走中旬ヨリ発エセ シニ、二六時中丹誠

ヲ抽テ精力ヲツミシニ、天幸卜イフべケレ、

来タシテ翌九二月中旬マデニ其功ナリヌ。

(中略) 人々此ホドノ

1!!P仁芝、ハ勿論、玄石重量船場卜イフハ己来名ノミ

トナリテ、往々ハ人々忘ルル事モアラメ卜 、

其名ノ碑ヲ建テ義代ノ宝ノ銘ト ハナセリ 。」

ど、 i賛えている 。

舟底一枚地獄の沙汰の船頭たちにとっ 、 この天

神ヶ滝の改修は、天の恵みでもあ ったろう か。

(望月武美 鰍沢町町誌、編さん室)
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